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勿凝学問 388 

ホメオスタット機構としての年金制度と社会経済制度改革インセンティブ 

 

2014 年 6 月 2 日 

慶應義塾大学 商学部 

教授 権丈善一 

 

先週、メモ帳に絵を描いて説明したホメオスタット（恒常性）機構としての 2004 年改

革後の新年金制度の話は、2006 年の本『医療年金問題の考え方』と、その中に引用してい

る 2004 年の本『年金改革と積極的社会保障政策』の中に書いています（下記、表の中参

照）。みんな、年金に期待しすぎだよ。実は、2004 年に拠出建てに移行して以降、年金を

安定させるための政策変数を、政策当局である年金局はあんまり持っていないんだよ。か

つては 5 年に一度保険料を上げる、かつなんとか乗率などを調整して、かつては給付を伸

ばす、ある時から給付を抑制するというように、保険料と給付の 2 つの政策変数が年金局

の手中にあったわけだけどね。政治から年金を守るために、年金局は 2004 年に保険料を

先決し給付を自動化したわけです。よくぞあの時に手を打ってくれたと、その心意気は高

く評価しないとな。そして今、年金局は、国民の老後の生活の安定を図るための「情報機

関兼司令塔」のような任務になっているということ。 

 

もっとも、今回の財政検証は前回 2009 年とは趣が違います。その違いは、次の資料の

中に端的に表れている。次は、4月におくっているメールだな。 

 Sent: Saturday, April 26, 2014 9:03 PM 

年金については、次の資料、特に２頁、３頁がきわめて重要で、これが、前回の財

政検証との違いをもたらすことになります。 

今回の財政検証の基本的枠組み（PDF：277KB） 

  

要するに、年金局が今も持っている政策手段を最大限使って年金、ひいては国民の老後

の生活を守る、しかもそれをやる実行力は昨年の社会保障制度改革国民会議によって担保

されているということです。前回 2009 年の財政検証は、2004 年年金改革附則の次期財政

検証、すなわち 5年後の財政検証までに 50％を切ることが見込まれる場合にのみなんらか

の策を打つという規定に基づいて、たんたんとやっただけだからね1。 

                                                  
1 前回、2009 年財政検証のために召集された年金部会では、財政検証にあり方についての

議論の途中である 2008 年 11 月 27 日第 13 回年金部会で「社会保障審議会年金部会にお

ける議論の中間的な整理」について」をまとめ、その後 2009 年 2 月 23 日第 14 回年金部

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4766411994/keiouniversit-22
http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4766415981/keiouniversit-22
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12601000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Shakaihoshoutantou/0000040042.pdf
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/11/s1127-9.html
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/11/s1127-9.html
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 さて、本日の本題である、ホメオスタット機構としての年金制度の話は次です。 

 

権丈(2006)『医療年金問題の考え方――再分配政策の政治経済学Ⅲ』117-120 頁 

 

                                                  

会に財政検証の結果が報告されて、基本的には年金部会の任務終了という運びであった。

ところがその後、2009 年 5 月 26 日という政権交代の直前に第 15 回年金部会が突然召集

され、「平成 21 年財政検証関連資料について」が報告される。しかしながら、この関連資

料は民主党の要請に基づいて作られたものであり、年金部会の本来業務とは関係のないも

のであった。詳細は、勿凝学問 376 年金が政争の具とされた現場――なぜ、年金局は経済

前提専門委員会を通さない年金試算を行ったのか？をご参照あれ。 

ちなみに、政争の具として年金が利用されることを阻止できず、政治の要請によって

「関連資料」を作成し年金への不信感を高めることに荷担してしまったことを悔しく思っ

たのであろうか、年金局はその後、平成 21 年財政検証関連資料（１）（年金制度における

世代間の給付と負担の関係等）を作ることになる。そして、日本は政権交代を迎えた。 

2009 年 9 月 3 日の当方のホームページも参照。 

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/02/s0223-9.html
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/05/s0526-6.html
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare376.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare376.pdf
http://www.mhlw.go.jp/za/0812/d01/d01-02.pdf
http://www.mhlw.go.jp/za/0812/d01/d01-02.pdf
http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/past1.html
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付録 上述の本論表４－１〔『医療年金問題の考え方』111頁〕 

 


